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　令和７年度中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓
練は、鳥取県東部で約80年前に発生した“鳥取大地震”
の被害と令和５年に発生した台風がもたらした大雨によ
る甚大な被害を基に、「鳥取県東部で発生しうる複合的
な災害」を訓練想定とし、緊急消防援助隊の応援等の要
請等に関する要綱に基づく要請・出動手順を検証し、活
動技術の向上、警察・消防団・ＤＭＡＴ等関係機関を含
めた連携活動能力の向上及び応受援体制の向上を図るこ
とを目的とし、次のとおり実施しました。
　
１．実施日
　令和７年11月１日（土）・２日（日）

２．実施場所
　鳥取市、倉吉市

３．訓練想定
　鳥取県東部では、約半年前から鳥取市を震源とする地
震が続発し、最大で震度５弱を観測している。また、鳥
取県全域では秋雨前線の影響で９月下旬から雨の日が多
く、大雨注意報の発表も繰り返されている。
　令和７年11月１日（土）午前９時頃、鳥取市鹿野町
を震源とする本震が発生し、鳥取市及び鳥取県中部で震
度６弱、県内各地で震度５強などの揺れを観測した。　
　鳥取県東・中部地区を中心に大規模な土砂崩れ、建物
倒壊及び火災等多数発生しており、さらに被害が拡大す
る見込みである。

４．実施内容
（1）災害対策本部等設置運用訓練
　想定地震発生後に、鳥取県庁に災害対策本部、航空運
用調整班、保健医療福祉対策統合本部、消防応援活動調
整本部を、鳥取県東部広域行政管理組合消防局及び鳥取
中部ふるさと広域連合消防局に指揮本部及び指揮支援本
部を、鳥取県消防防災航空センターに航空指揮本部を設
置した。被害状況と自県消防力を比較・分析し、緊急消
防援助隊の要請等により適切に消防力を確保して緊急消
防援助隊の受入体制及び運用体制の構築、応援要請等に
係る情報伝達、受援調整及び緊急消防援助隊の部隊活動
調整等について、図上訓練を実施した。

≪今後の課題等≫
　消防庁、県、市町村が整備する防災情報システム等が
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災害対策本部等設置運用訓練（１日）鳥取県庁

複数存在し、重複入力や情報の入力漏れなどがあり、報
告に時間を要する場面やシステム反映や情報更新の遅
延、情報の相違が発生したことから、デジタルを活用し
た円滑な情報共有体制の確保が必要である。

（2）部隊進出訓練及び受援体制の確認
　応援部隊は、自府県が定める応援計画等に基づき、被
災地へ出動し当該計画の実効性を確認した。
　また、鳥取県の受援計画に基づく進出拠点、宿営地及び
燃料補給体制等を確認し、県及び消防局の受援計画の検証
を行い、迅速かつ効果的な活動体制を確立した。

≪今後の課題等≫
　今回の訓練では、受援計画に定めていない新たに整備さ
れた施設も進出拠点として活用し、その有効性を確認でき
たことから、今後は随時、受援計画の進出拠点等を再調査し、
受援計画を更新していく必要がある。

部隊進出訓練（１日）道の駅ほうじょう
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問合せ先
　消防庁国民保護・防災部防災課　広域応援室
　TEL: 03-5253-7569（直通）

（3）災害即応訓練及び部隊運用訓練
　指揮支援部隊長の統制の下、地震や土砂・風水害等に
起因する災害を想定した各種訓練を関係機関と連携して
実施した。
　ドローンを活用し、通信支援小隊から現場指揮所に被
害の状況を提供し、活動隊へ情報共有するとともに、消
防庁映像共有システムに伝送し、消防指揮本部に情報提
供を行った。
　指揮支援隊の活動統制の下、訓練項目ごとに現地合同
調整所を設置し、県内消防応援隊、複数の県大隊及び関
係機関が連携して情報共有を図る統括的な指揮活動を実
施した。
　また、水陸両用車等多数の消防庁無償使用車両の災害
対応力について検証、安全管理部隊の検証、複数県の救
急隊で救急特別編成部隊を編成し、搬送体制を確立する
訓練を実施した。

≪今後の課題等≫
　安全管理部隊等の新設部隊が配備されることで、部隊
全体の構成が拡大し、指揮体制は確立しているものの、
部隊運用の複雑化及び既存の連絡系統の確認等の対応が
必要である。

座屈中高層建物救助訓練（２日）リンピアいなば周辺会場

後方支援活動訓練（１日）ヤマタスポーツパーク

５．おわりに
　今回の訓練は、消防応援活動調整本部、指揮本部、指
揮支援本部及び航空指揮本部の運用調整、航空機での部
隊進出、新設部隊及び関係機関と連携した合同訓練の実
施等、より実践的な訓練となるよう計画しました。
　鳥取県における緊急消防援助隊の受援及び部隊運用、
関係機関との連携活動における課題が明らかとなり、実
災害への対応に向けた大変有意義な訓練であったと考え
ます。
　今後、今回の訓練で得られた成果や課題等を踏まえ、
緊急消防援助隊の応受援体制の更なる充実強化に努めて
まいります。
　最後に、本訓練開催に際しまして、多大な御協力を賜
りました中国・四国ブロック各県、ブロック外から御参
加いただきました大阪市消防局、神戸市消防局、宝塚市
消防本部、美方広域消防本部、兵庫県消防防災航空隊、
神戸市消防局航空機動隊、京都市消防航空隊及び関係機
関の皆様へ心より感謝申し上げます。

（4）後方支援活動訓練
　ヤマタスポーツパークにおいて、拠点機能形成車及び
支援車Ⅰ型等を活用したほか、女性隊員の宿営や乾燥所
の設置についても実践・検討した。
　また、訓練を通じて各府県が策定する後方支援に関す
るマニュアル等を検証し、一層の後方支援体制の強化を
図った。

≪今後の課題等≫
　 天候の急変により、気温が低下したことから、簡易
で機動性に優れた暖房器具の配備、悪条件下での長期
的な防寒対策をまとめた運用マニュアル等を整備、検
討することが必要である。


